














 

結 語 

 心身障害児の療育指針の設定は,本人の発達と生活を軸にして,家庭および関連施設(保

育所や小・中学校など)を含む地域ケアの観点から,統合的に行なわれることが望まれる。

こうした観点からの地道な実践が必要であり,その際には地域の生活構造の特質をふまえ

て,独自に療育指針を設定していくことが重要である。 

 3 年間にわたる C 村におけるわれわれの活動を通して見る限りでは,第一に,療育相談へ

のきっかけは多様であっても,それを有機的に一本化することが絶対に必要である。とくに

出生直後より義務教育を終えるまでの発達期の中で,医療,福祉,教育が一つのシステムの

中で療育指針の設定に当たり,いかによりよいシステムを生み出していくかを話し合うこ

との必要性を痛感している。幸い,C 村の行政担当者の熱意はさかんであり,われわれ分担

研究者・協力者もそれに答えて,今後においても各方面にわたって指導を継続し,日本にお

ける心身障害児療育体制のモデルにしたいと念願している。 


